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　展望抜群のゴンドラリフトにゆられて、
標高1,830ｍの山頂には御泉水自然園があり
ます。眼下には女神湖や牧場で戯れる動物
たち、遠くには北アルプスが眺望できます。
　女神湖のシンボルとしてたたずむ女神の
像。台座には伊藤左千夫の歌が刻まれてい
ます。　　　　　　　　　　立科町商工会

春の蓼科牧場・女神の像

商工連ながの
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商
工
連
は
3
月
25
日
阿
部
知
事
を
は
じ
め
来
賓
多
数
ご
臨
席
の

も
と
長
野
市
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
県
下
商
工
会
長
及
び
関
係

者
約
70
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予

算
等
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
連
柏
木
会
長
か
ら
「
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
商
工

業
者
の
減
少
、
後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
に
よ
り
県
下
の
商

工
会
員
数
は
２
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
創
業
塾
な
ど
の
創
業

者
及
び
後
継
者
対
策
支
援
事
業
が
重
要
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
・
Ⅰ
ｏ
Ｔ

の
活
用
、
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
な
ど
産
業
構
造
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
要

因
へ
の
対
応
も
課
題
と
し
て
あ
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
・
商
工
連
は
地
域
の
商
工
業
者
を
全

力
で
支
援
す
る
た
め
﹃
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹄
を
着
実

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
商
工
会
員
の
加
入
増
強
と
組
織
力
向

上
及
び
経
営
支
援
人
材
の
育
成
の
見
直
し
を
重
点
軸
に
掲
げ
、
経

営
計
画
の
策
定
推
進
支
援
と
経
営
支
援
体
制
整
備
を
引
き
続
き
強

化
し
、
上
席
専
門
経
営
支
援
員
を
活
用
し
た
専
門
支
援
体
制
の
一

層
の
充
実
を
図
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
阿
部
長
野
県
知
事
か
ら
「
商
工
会
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
指
導
体
制
に
よ
る
取
組
み
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
来
年
度
の
商
工
会
、
商
工
連
へ
の
予
算
は
前
年
度
並
の

予
算
を
確
保
し
ま
し
た
の
で
有
効
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

県
組
織
に
営
業
本
部
を
新
し
く
設
置
し
、
伝
統
工
芸
品
等
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
す
。
信
州
に
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
発
信

力
に
欠
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
既
存
の
流
通
を
阻
害
せ
ず
、
新

し
い
販
路
の
開
拓
が
必
要
だ
っ
た
り
、
こ
れ
ぞ
信
州
と
い
う
も
の

を
県
内
外
、
海
外
に
発
信
す
る
組
織
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は

商
工
会
の
み
な
さ
ん
の
協
力
な
し
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
信
州
の
優

れ
た
物
産
の
発
信
、
普
及
に
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
商

工
会
の
み
な
さ
ん
の
考
え
、
方
向
性
、
課
題
に
つ
い
て
話
す
機
会

を
作
り
、
長
野
県
の
産
業
、
地
域
経
済
が
発
展
す
る
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
商
工
業
振
興
、
商
工
会
運
営
に
対
し
て
叙
勲
、

褒
章
、
知
事
表
彰
を
受
章
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
顕
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
顕
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

阿部長野県知事 あいさつをする
商工連柏木会長

（
敬
称
略
）

○ 

旭
日
単
光
章

　

 

平
成
30
年
春　

岩
下　

勇
雄
︵
青
木
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
︶

○ 

黄
綬
褒
章

　

 

平
成
30
年
秋　

横
山　

英
雄
︵
前
長
野
市
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
︶

○ 

藍
綬
褒
章

　

 

平
成
30
年
春　

瀧
澤　

恒
夫
︵
南
牧
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
︶

○ 

長
野
県
知
事
表
彰

　

 

平
成
30
年　
　

袖
山　

卓
也
（
前
軽
井
沢
町
商
工
会
長
︶

　

 　
　
　
　
　
　

宮
澤　

金
治
（
前
天
龍
村
商
工
会
長
、
現
天
龍
村
商
工
会
監
事
︶

小
規
模
事
業
者
の
支
援
機
関
と
し
て

　
　
　
　
地
域
に
期
待
さ
れ
る
組
織
へ
商
工
連
臨
時
総
会

　

全
国
商
工
会
連
合
会
で
は
、
商
工
会
の
経
営
指
導
員
・

補
助
員
等
の
指
導
力
や
資
質
の
向
上
を
は
か
り
、
伴
走
型

支
援
を
効
果
的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
企
業
支
援

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
等
を
有
す
る
専
門
家
を
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
連
で
は
こ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
活
用

し
、
経
験
年
数
の
少
な
い
職
員
の
支
援
育
成
を
行
う
こ
と

で
経
営
支
援
体
制
を
い
っ
そ
う
強
化
し
、
小
規
模
事
業
者

の
相
談
内
容
へ
の
確
実
な
対
応
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
南
信
広
域
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
と
北
信

広
域
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
の
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し
、
経
験
年
数
５
年
未
満
の
経
営

指
導
員
と
補
助
員
に
対
し
、
基
礎
的
な
支
援
能
力
の
向
上
、

伴
走
型
相
談
対
応
の
方
法
、
経
営
発
達
支
援
事
業
に
伴
う

経
営
計
画
の
策
定
能
力
の
向
上
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
「
経
営
指
導

員
歴
２
年
未
満
の
経

営
指
導
員
」
と
「
経

験
年
数
５
年
未
満
の

者
し
か
設
置
さ
れ
て

い
な
い
商
工
会
の
経

営
指
導
員
」
に
対
し

て
は
、
現
地
商
工
会

に
お
伺
い
し
、
重
点

的
な
支
援
育
成
を
行

い
ま
す
。

北信広域経営支援センター
スーパーバイザー
宮坂　寛

南信広域経営支援センター
スーパーバイザー
長谷川雅彦

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

  

派
遣
事
業
が
始
ま
り
ま
す
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２
月
15
日（
金
）

長
野
市
「
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野
」
に
お
い
て

青
年
部
員
54
名
の

参
加
に
よ
り
、
青
年
部
全
県
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
第
一
部
と
し
て
、「
働
き
方
改

革
セ
ミ
ナ
ー 

～
仕
事
の
コ
ツ
で
効
率
Ｕ
Ｐ
！

自
分
働
き
方
改
革
（
時
短
）
～
」
と
題
し
、
葉

ｐ
ｐ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
代
表 

井
上
幸
葉
氏
の
講
演

を
行
い
ま
し
た
。井
上
氏
か
ら
は
、バ
ス
ガ
イ
ド
、

社
長
秘
書
な
ど
の
豊
富
な
現
場
経
験
を
活
か
し
、

国
全
体
に
係
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
働
き
方

改
革
」
を
事
業
者
目
線
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、

実
際
の
現
場
目
線
の
問
題
解
決
を
メ
イ
ン
に
、

わ
か
り
や
す
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

働
き
方
改
革
関

連
法
の
施
行
に
よ

り
、
各
事
業
者
が

着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
等
の
話
も
あ

り
、
参
加
し
た
青
年
部
員
に
は
、
働
き
方
改
革

に
着
手
す
る
際
の
作
業
優
先
順
位
等
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
二
部
と
し
て
、「
青
年
部
員
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
県
青
連
土
屋

会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
、 

講
師 

井
上 

幸
葉
氏
、
県
青
連

下
村
副
会
長
・
竹
入
副
会
長
・
板
野
副
会
長
・

池
田
副
会
長
が
登
壇
し
、
５
名
に
よ
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
規
模
事
業
者
の
後
継
者
不
足
問
題
等
が
討

論
の
中
心
と
な
り
、
各
地
域
で
の
小
規
模
事
業

者
の
後
継
者
不
足
の
現
状
、
第
三
者
承
継
等
の

成
功
事
例
等
を
交
え
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
土
屋

会
長
か
ら
、
働
き

方
を
変
え
る
５
つ

の
ツ
ー
ル
紹
介
等

が
あ
り
、
参
加
者

に
最
新
の
業
務
効

率
化
支
援
ツ
ー
ル

の
情
報
提
供
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
の

テ
ー
マ
「
青
年
部

員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
」
を
、

講
演
、パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と

い
う
形
で
実
施
し
、

有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
（
木
）
長
野
市
「
ホ
テ
ル
メ
ル
パ

ル
ク
長
野
」
に
お
い
て
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
８
を

開
催
し
ま
し
た
。

35
商
工
会
女
性

部
か
ら
94
名
の

出
席
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
初
に
「
中

小
・
小
規
模
事

業
者
支
援
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
全
国

商
工
会
連
合
会
・
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

顧
問
で
参
議
院
議
員
の
宮
本
周
司
氏
か
ら
、
中

小
・
小
規
模
事

業
者
の
現
状
と

国
の
補
助
金
・

助
成
金
制
度
な

ど
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
推

移
等
も
含
め
て

講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、県
内
の
６
商
工
会
女
性
部
か
ら「
部

員
増
強
運
動
」、「
お
も
て
な
し
交
流
事
業
」
お

よ
び「
次
世
代
起
業
家
育
成
塾
事
業
」に
つ
い
て
、

そ
の
取
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
事
例
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
部
員
増
強
運
動
事
例
発
表
」
は
、
上
松
町

商
工
会
竹
俣
女
性
部
長
と
長
野
市
商
工
会
原
山

女
性
部
長
か
ら
、
効
果
的
な
推
進
方
法
な
ど
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
お
も
て
な
し
交
流
事
業
事
例
発
表
」
は
、

辰
野
町
商
工
会
熊
谷
女
性
部
副
部
長
か
ら
、
滋

賀
県
野
洲
市
商
工
会
女
性
部
の
交
流
事
業
を
受

入
れ
た
事
例
と
、
大
桑
村
商
工
会
上
田
女
性
部

前
部
長
・
岨そ

手で

前
常
任
委
員
か
ら
、
本
県
宮
田

村
商
工
会
女
性
部
の
交
流
事
業
を
受
入
れ
た
事

例
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
次
世
代
起
業
家
育
成
塾
成
果
事
例
発
表
」は
、

本
年
度
に
事
業
を
実
施
し
た
８
商
工
会
女
性
部

の
中
か
ら
、
東
御
市
商
工
会
金
井
女
性
部
長
と

信
濃
町
商
工
会
小
林
女
性
部
長
か
ら
、
当
日
の

子
供
た
ち
の
様
子
や
感
想
、
女
性
部
の
関
わ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
長
野

県
副
知
事
中
島

恵
理
氏
か
ら
、

「
女
性
が
切
り

開
く
長
野
県
の

持
続
可
能
な
未

来
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
女
性
部
員
は

と
て
も
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
も

多
く
の
女
性
部
員
に
参
加
い
た
だ
き
、
有
意
義

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

井上幸葉氏の講演

宮本周司氏の講演

中島長野県副知事の講話

あいさつをする
県青連　土屋会長

あいさつをする石井会長

 
青
年
部
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

〜
青
年
部
全
県
研
修
会
〜　

 

時
代
に
即
し
た
魅
力
あ
る
女
性
部
を
目
指
し
て

〜
県
女
性
連
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
開
催
〜　

パネルディスカッションの様子
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あなたの会社は大丈夫？
同一労働同一賃金について

● 以降の問いは、非正規社員（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者）
を雇用している企業のみお答えください。

（※注）特例事業場の対象業種  次に掲げる業種に該当する常時10人未満の労働者を使用する事業場

5Q
□ いいえ

上限を超えている場合、「特別条項付き」の36協定を結んでいますか？
□ はい

時間外労働の上限規制について
従業員の勤怠管理の方法はありますか？
□ はい
１．タイムカード　２．ICカード等　３．パソコンのログ
４．自己申告制　５．その他（　　　　　　　　　　　）

□ いいえ
1Q

□ いいえ
賃金台帳を作っていますか？
□ はい

6Q

□ いいえ
最低賃金額を超える賃金を支払っていますか？
□ はい

7Q

□ いいえ
法定以上の割増賃金を支払っていますか？
□ はい

8Q

2023年４月1日から中小企業の月60時間超の残業にかかる割増賃金が25％から
50％に上がること（特例措置の廃止）をご存知ですか？ 
□ はい □ いいえ

9Q

正社員と非正規社員の間に職務内容（業務の内容と責任の程度）、人材活用の仕
組みや運用（転勤、配置転換、昇進の有無など）に違いを設けていますか？
□ はい □ 一部、違いがある

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ いいえ

3Q

□ いいえ
年次有給休暇について、法定通り付与していますか。
□ はい

10Q

2019年４月１日から、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、
毎年５日、時季を指定して有給休暇を与える必要があることをご存じですか？
□ はい □ いいえ

11Q

時間外労働を行っていますか？ （週40時間、１日８時間を超える労働）
（※注：特例事業場の場合は週 44 時間以上。詳細は右下をご参照ください。）

□ はい Q3へ □ いいえ Q6へ

2Q

賃金（基本給）に違いを設ける理由がありますか？
（例：業務の内容や責任の程度、転勤、配置転換、昇進の有無等に違いを設けているなど）

□ はい □ いいえ

5Q

正社員と非正規社員の待遇について賃金（基本給）の支給基準に違い（決定方法）
を設けていますか？

（例：正社員は勤続給、非正社員は昇給なしなど）

□ はい Q5へ □ いいえ Q6へ

4Q

正社員と非正規社員の待遇について、手当の支給に違い（支給の有無、支給基準
の違いなど）を設けていますか？

（例：通勤手当、精皆勤手当、特殊作業手当など）

□ はい Q7へ □ いいえ Q8へ

6Q

正社員と非正規社員の待遇について、福利厚生に違い（利用の可否、利用基準・範
囲の違いなど）を設けていますか？

（例：社員食堂、休憩室、更衣室など）

□ はい Q9へ □ いいえ 質問はこれで終わりです

8Q

□ いいえ
36協定を結んでいますか？
□ はい

3Q

□ いいえ
就業規則はありますか？
□ はい

1Q

□ いいえ
手当の支給に違いを設ける理由がありますか？
□ はい

7Q

□ いいえ
福利厚生に違いを設ける理由がありますか？
□ はい

9Q

□ いいえ
労働条件通知書を作成し、従業員に渡していますか？
□ はい

2Q

□ いいえ
36協定で時間外労働が可能な時間の上限をご存知ですか？
□ はい

4Q

商業 卸売業、小売業、理美容業、倉庫業、その他の商業
映画・演劇業 映画の映写、演劇、その他興業の事業
保健衛生業 病院、診療所、社会福祉施設、浴場業、その他の保健衛生業
接客娯楽業 旅館、飲食店、ゴルフ場、公園・遊園地、その他の接客娯楽業

働き方改革チェックシート

あなたの会社は大丈夫？
同一労働同一賃金について

● 以降の問いは、非正規社員（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者）
を雇用している企業のみお答えください。

（※注）特例事業場の対象業種  次に掲げる業種に該当する常時10人未満の労働者を使用する事業場

5Q
□ いいえ

上限を超えている場合、「特別条項付き」の36協定を結んでいますか？
□ はい

時間外労働の上限規制について
従業員の勤怠管理の方法はありますか？
□ はい
１．タイムカード　２．ICカード等　３．パソコンのログ
４．自己申告制　５．その他（　　　　　　　　　　　）

□ いいえ
1Q

□ いいえ
賃金台帳を作っていますか？
□ はい

6Q

□ いいえ
最低賃金額を超える賃金を支払っていますか？
□ はい

7Q

□ いいえ
法定以上の割増賃金を支払っていますか？
□ はい

8Q

2023年４月1日から中小企業の月60時間超の残業にかかる割増賃金が25％から
50％に上がること（特例措置の廃止）をご存知ですか？ 
□ はい □ いいえ

9Q

正社員と非正規社員の間に職務内容（業務の内容と責任の程度）、人材活用の仕
組みや運用（転勤、配置転換、昇進の有無など）に違いを設けていますか？
□ はい □ 一部、違いがある

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ いいえ

3Q

□ いいえ
年次有給休暇について、法定通り付与していますか。
□ はい

10Q

2019年４月１日から、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、
毎年５日、時季を指定して有給休暇を与える必要があることをご存じですか？
□ はい □ いいえ

11Q

時間外労働を行っていますか？ （週40時間、１日８時間を超える労働）
（※注：特例事業場の場合は週 44 時間以上。詳細は右下をご参照ください。）

□ はい Q3へ □ いいえ Q6へ

2Q

賃金（基本給）に違いを設ける理由がありますか？
（例：業務の内容や責任の程度、転勤、配置転換、昇進の有無等に違いを設けているなど）

□ はい □ いいえ

5Q

正社員と非正規社員の待遇について賃金（基本給）の支給基準に違い（決定方法）
を設けていますか？

（例：正社員は勤続給、非正社員は昇給なしなど）

□ はい Q5へ □ いいえ Q6へ

4Q

正社員と非正規社員の待遇について、手当の支給に違い（支給の有無、支給基準
の違いなど）を設けていますか？

（例：通勤手当、精皆勤手当、特殊作業手当など）

□ はい Q7へ □ いいえ Q8へ

6Q

正社員と非正規社員の待遇について、福利厚生に違い（利用の可否、利用基準・範
囲の違いなど）を設けていますか？

（例：社員食堂、休憩室、更衣室など）

□ はい Q9へ □ いいえ 質問はこれで終わりです

8Q

□ いいえ
36協定を結んでいますか？
□ はい

3Q

□ いいえ
就業規則はありますか？
□ はい

1Q

□ いいえ
手当の支給に違いを設ける理由がありますか？
□ はい

7Q

□ いいえ
福利厚生に違いを設ける理由がありますか？
□ はい

9Q

□ いいえ
労働条件通知書を作成し、従業員に渡していますか？
□ はい

2Q

□ いいえ
36協定で時間外労働が可能な時間の上限をご存知ですか？
□ はい

4Q

商業 卸売業、小売業、理美容業、倉庫業、その他の商業
映画・演劇業 映画の映写、演劇、その他興業の事業
保健衛生業 病院、診療所、社会福祉施設、浴場業、その他の保健衛生業
接客娯楽業 旅館、飲食店、ゴルフ場、公園・遊園地、その他の接客娯楽業

働き方改革チェックシート

働
き
方
改
革
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い
て

あなたの会社は大丈夫？
同一労働同一賃金について

● 以降の問いは、非正規社員（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者）
を雇用している企業のみお答えください。

（※注）特例事業場の対象業種  次に掲げる業種に該当する常時10人未満の労働者を使用する事業場

5Q
□ いいえ

上限を超えている場合、「特別条項付き」の36協定を結んでいますか？
□ はい

時間外労働の上限規制について
従業員の勤怠管理の方法はありますか？
□ はい
１．タイムカード　２．ICカード等　３．パソコンのログ
４．自己申告制　５．その他（　　　　　　　　　　　）

□ いいえ
1Q

□ いいえ
賃金台帳を作っていますか？
□ はい

6Q

□ いいえ
最低賃金額を超える賃金を支払っていますか？
□ はい

7Q

□ いいえ
法定以上の割増賃金を支払っていますか？
□ はい

8Q

2023年４月1日から中小企業の月60時間超の残業にかかる割増賃金が25％から
50％に上がること（特例措置の廃止）をご存知ですか？ 
□ はい □ いいえ

9Q

正社員と非正規社員の間に職務内容（業務の内容と責任の程度）、人材活用の仕
組みや運用（転勤、配置転換、昇進の有無など）に違いを設けていますか？
□ はい □ 一部、違いがある

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ よく分からない

□ いいえ

3Q

□ いいえ
年次有給休暇について、法定通り付与していますか。
□ はい

10Q

2019年４月１日から、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、
毎年５日、時季を指定して有給休暇を与える必要があることをご存じですか？
□ はい □ いいえ

11Q

時間外労働を行っていますか？ （週40時間、１日８時間を超える労働）
（※注：特例事業場の場合は週 44 時間以上。詳細は右下をご参照ください。）

□ はい Q3へ □ いいえ Q6へ

2Q

賃金（基本給）に違いを設ける理由がありますか？
（例：業務の内容や責任の程度、転勤、配置転換、昇進の有無等に違いを設けているなど）

□ はい □ いいえ

5Q

正社員と非正規社員の待遇について賃金（基本給）の支給基準に違い（決定方法）
を設けていますか？

（例：正社員は勤続給、非正社員は昇給なしなど）

□ はい Q5へ □ いいえ Q6へ

4Q

正社員と非正規社員の待遇について、手当の支給に違い（支給の有無、支給基準
の違いなど）を設けていますか？

（例：通勤手当、精皆勤手当、特殊作業手当など）

□ はい Q7へ □ いいえ Q8へ

6Q

正社員と非正規社員の待遇について、福利厚生に違い（利用の可否、利用基準・範
囲の違いなど）を設けていますか？

（例：社員食堂、休憩室、更衣室など）

□ はい Q9へ □ いいえ 質問はこれで終わりです

8Q

□ いいえ
36協定を結んでいますか？
□ はい

3Q

□ いいえ
就業規則はありますか？
□ はい

1Q

□ いいえ
手当の支給に違いを設ける理由がありますか？
□ はい

7Q

□ いいえ
福利厚生に違いを設ける理由がありますか？
□ はい

9Q

□ いいえ
労働条件通知書を作成し、従業員に渡していますか？
□ はい

2Q

□ いいえ
36協定で時間外労働が可能な時間の上限をご存知ですか？
□ はい

4Q

商業 卸売業、小売業、理美容業、倉庫業、その他の商業
映画・演劇業 映画の映写、演劇、その他興業の事業
保健衛生業 病院、診療所、社会福祉施設、浴場業、その他の保健衛生業
接客娯楽業 旅館、飲食店、ゴルフ場、公園・遊園地、その他の接客娯楽業

働き方改革チェックシート

あなたの
会社は
大丈夫？

（例：正社員は勤続給、非正規社員は昇給なしなど）
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　自動車税の納期限は５月31日（金）です！納税通知書は５月中旬にお手元に届きますの
で早めに納付しましょう。金融機関、郵便局、コンビニエンスストア、県税事務所の窓
口及び、ペイジー、クレジットカードで納付できます。　　　　  長野県・県税事務所

　　　●問い合わせ先　長野県総務部税務課　電話 026-235-7051
　　　　　　　　　　　ホームページ https://www.pref.nagano.lg.jp

お問い合わせ先：お近くの商工会またはクレディセゾン下記連絡先まで
　　　　　　　　㈱クレディセゾン 長野エリア　TEL：026-226-2964

商工会UC法人カードのご案内
出張費用や各種仕入れ費用のお支払いなど、皆様のビジネスのあらゆる
シーンで幅広くご利用いただけます！

個人事業主の方もお申込みいただけます。

www2.uccard.co.jp/houjin/sci

年会費
永年無料

☆ETCカードも無料で発行

経理業務の
効率化

効率的な
資金運用

ビジネス専用
ご利用枠の設定

永久不滅ポイントが
貯まる!!

詳細お申込みは

　岡学園ではデザイン教育を通じて企業
や行政との連携に力を入れています。商
工連は地域産業のブランド向上や地域経
済の振興に取り組むことや、会員企業と
岡学園の橋渡しとなるため平成30年12月に
岡学園との連携協定を結びました。
　地域企業と学生が手を結び、デザイン
を通じて製品、特産品開発に参画するこ
とも期待されます。

商工会議所連合会�北村会長（左）、岡学園�岡校長（中央）、商工連�柏木会長（右）

岡学園トータルデザインアカデミーとの
デザイン教育を通じた連携協定の締結

『済ませてね！ 忘れず早めに 自動車税』
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当
社
は
昭
和
61
年
に
農
事
組
合
法
人
と
し
て

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
智
村
で
創
業
し
、
平
成
23

年
に
株
式
会
社
化
し
現
在
に
至
り
ま
す
。
地
産

地
消
を
源
流
と
し
て
安
全
・
安
心
・
本
物
に
こ

だ
わ
っ
た
農
産
加
工
品
を
製
造
販
売
し
て
お
り
、

近
年
で
は
名
物
で
あ
る
煮
卵
の
「
い
ち
ど
食
べ

た
ら
も
う
た
ま
卵ら
ん

」
が
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
名
、

地
道
な
営
業
活
動
、
常
温
で
長
期
保
存
で
き
る

品
質
の
高
さ
か
ら
空
前
の
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り

ま
し
た
。

　

急
増
す
る
受
注
に
対
応
す
る
為
に
阿
智
村
商

工
会
の
お
力
添
え
を
得
て
「
平
成
28
年
度
補
正

予
算
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
を
利
用
し
て
生
産

ラ
イ
ン
の
新
構
築
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
生
産

能
力
は
飛
躍
的
に
上
が
り
従
来
の
生
産
量
か
ら

４
倍
の
増
産
が
可
能
と
な
り
、
お
客
様
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
な
く
商
品
の
供
給
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

製
造
工
程
で
飛
躍
的
な
改
善
が
図
ら
れ
ま
し

た
が
、
新
た
に
出
荷
工
程
に
生
産
全
体
に
大
き

く
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
工
程
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
包
装
ポ
リ
袋
に
賞
味
期

限
を
印
刷
す
る
工
程
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
大
き

い
こ
と
で
、
こ
の
阻
害
要
因
を
取
り
去
り
、
本

工
程
の
改
善
を
行
う
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま
し

た
。
本
件
を
実
行
し
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、

新
た
に
賞
味
期
限
を
印
刷
す
る
転
写
型
サ
ー
マ

ル
プ
リ
ン
タ
ー
（
※
１
）
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で「
平

成
29
年
度
食
品
産
業
等
生
産
性
向
上
緊
急
支
援

事
業
の
う
ち
食
品
製
造
業
生
産
性
向
上
緊
急
支

援
」（
農
林
水
産
省
事
業
）
を
利
用
し
て
同
プ
リ

ン
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
に
際
し
て
も
阿
智
村
商
工
会
に
支

援
を
お
願
い
し
、申
請
書
の
作
成
か
ら
中
間
報
告
、

事
業
結
果
報
告
書
の
作
成
ま
で
お
手
伝
い
い
た

だ
き
、
計
画
通
り
本
助
成
金
を
得
て
、
当
プ
リ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
プ
リ
ン
タ
ー
の
活
用
と
出
荷
工
程
の
見
直
し

で
１
２
０
分
／
バ
ッ
チ
（
※
２
）

の
印
字
時
間
を
10

分
／
バ
ッ
チ
ま
で
短
縮
が
行
わ
れ
、
想
像
を
絶

す
る
改
善
が
実
現
し
ま
し
た
。
当
助
成
金
の
採

択
企
業
は
全
国
で
６
社
の
み
で
当
社
は
そ
の
６

社
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
る
企
業
と
な
り
、
当
社
に
と
っ
て
大
き
な

励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
は
現
状
に
満
足
せ
ず
、
も
の
づ
く
り
企

業
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
商
品
開
発
に
挑

戦
し
、
改
善
活
動
を
継
続
し
会
社
を
よ
り
強
固

な
も
の
に
高
め
て
参
り
ま
す
。

空袋印字用サーマルプリンター導入
による煮卵製造ラインの生産性向上

サーマルプリンターと西川上席専門経営支援員

いちど食べたらもうたま卵

熊谷安倫社長

株式会社ちさと東　阿智村商工会
下伊那郡阿智村智里556-1　TEL.0265-43-3938

中小企業の新たな事業活動

※
１　

�

サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
…
熱
に
よ
っ
て
紙
媒

体
に
印
字
を
行
う
プ
リ
ン
タ
ー
の
一
種

※
２　

�

バ
ッ
チ
…
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
一
つ
の
流
れ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
群
を
順
次
実
行
す
る
こ
と
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坂
城
町
商
工
会
で
は
平
成
31
年
1
月
10
日
か

ら
2
月
10
日
ま
で
の
１
カ
月
間
、
地
域
活
性
化

事
業
「
第
１
回
坂
城
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。　

　
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
と
は
お
店
の
店
主
・
ス
タ
ッ

フ
が
講
師
と
な
り
、
お
客
様
や
地
元
住
民
の
皆

様
を
対
象
に
、
専
門
店
な
ら
で
は
の
技
・
お
得

な
情
報
を
無
料
で
教
え
て
く
れ
る
少
人
数
制
の

ゼ
ミ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
す
。

一
昔
前
は
住
民
の
皆
様
が
常
連
客
で
し
た
が
、

世
代
交
代
が
進
み
今
で
は
大
型
店
や
ス
ー
パ
ー

等
で
の
お
買
い
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
元
の
お
店
っ
て
ど
ん
な
感
じ
の
雰
囲
気
で
、

ど
ん
な
人
が
い
る
の
か
な
？
」
っ
て
、
も
う
一

度
地
元
の
お
店
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
で
き

な
い
か
と
地
元
商
店
と
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
商
工
会
の
役
割
は
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
と

い
う
事
業
の
内
容
を
「
会
員
事
業
所
」
と
「
地

域
住
民
」
の
皆
様
に
い
か
に
知
っ
て
も
ら
う
か

で
す
。
全
国
の
商
店
街
で
は
３
５
０
カ
所
以
上

で
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
が
、
当
地

域
で
は
初
め
て
の
企
画
で
す
。
ま
た
、
参
加
店

舗
は
3
回
の
研
修
が
必
須
で
あ
り
、
ち
ょ
っ
と

負
担
を
掛
け
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
で
し
た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、
商
工
会
事
務
局
が

お
願
い
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一

切
や
め
、
ま
ち
ゼ
ミ
を
や
り
た
い
と
い
う
お
店

の
方
々
に
参
加
す
る
仲
間
集
め
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
19
店
舗
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
全

部
で
29
テ
ー
マ
の
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
や
る
気
と
期
待
度
は

Ｍ
Ａ
Ｘ
の
状
態
で
あ
り
、
講
師
で
お
越
し
い
た

だ
い
た
㈱
全
国
商
店
街
支

援
セ
ン
タ
ー
（
岡
崎
ま
ち

ゼ
ミ
の
会
代
表
）
の
松
井

洋
一
郎
先
生
と
熱
く
語
る

様
子
は
成
功
の
予
感
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

結
果
は
29
講
座
す
べ
て
に

申
し
込
み
が
あ
り
、
来
て
い

た
だ
い
た
お
客
様
の
数
は

２
１
２
名
（
男
性
53
名
・
女

性
１
５
９
名
）
と
大
盛
況
の

う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
お
客
様
の
声
と
し
て
は
、

「
講
座
の
内
容
は
﹃
目
か
ら
ウ
ロ
コ
﹄
の
情
報

が
聞
け
て
楽
し
い
時
間
で
し
た
」「
講
座
の
中

で
出
し
て
い
た
だ
い
た
手
作
り
の
お
茶
菓
子

が
美
味
し
く
て
、
次
回
の
講
座
で
こ
の
お
菓

子
作
り
の
講
座
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
等
々

の
要
望
も
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
初
め

て
行
っ
た
お
店
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
ゼ
ミ
開
催
終
了
後
、「
検
証
会
＆
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修
」
も
行
い
、
次
回
開

催
に
向
け
既
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
は
令
和
元
年
9
月
～
10
月
の
１
カ
月
の

開
催
予
定
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
お
越

し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
こ
の
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
事
業
は
、
第
2

期
坂
城
町
商
工
会
経
営
発
達
支
援
計
画
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

商
工
会
は
い
ま
│

商
工
会
は
い
ま
│

商
工
会
は
い
ま
│
Vol.114Vol.114Vol.114

北信北信北信

第１回坂城まちゼミのチラシ

体
験
す
る
！
交
流
す
る
！

　
得
す
る
〜
！
「
ま
ち
ゼ
ミ
」

まちゼミ研修会の様子

げ
ら
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

第１回坂城まちゼミのチラシ

親子で楽しむ羊毛フェルト講座

ハーブティーブレンド体験講座 ちょっと手作りバレンタイン講座

各種まちゼミ
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ま
ず
は
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
の
「
商
工
連
な

が
の
」
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
を
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
拙
稿
が
会
員
の
皆
様
の
日
常
業
務
の
お
役

に
立
て
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。
弊
社
は
食
品
企
画
会

社
と
し
て
飲
食
店
の
レ
シ
ピ
開
発
や
加
工
品
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
は
じ
め
1
都
12
県
に
お
い
て
専
門
家

と
し
て
中
小
零
細
企
業
向
け
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
内

閣
府
の
食
品
安
全
モ
ニ
タ
ー
や
六
次
産
業
化
プ
ラ
ン

ナ
ー
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
日
頃
の
相
談

業
務
な
ど
で
最
近
特
に
相
談
が
多
い
食
品
表
示
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
埼
玉
県
の
招
き
で
食
品
表
示
に
つ
い
て
の

講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
も
含
め
て

最
近
、「
ウ
チ
は
原
産
地
と
か
表
示
し
な
い
と
ダ
メ

な
の
？
」
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
。
確
か
に

国
で
は
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
食
品
表
示
基
準
が
平

成
29
年
9
月
1
日
に
改

正
さ
れ
、
全
て
の
加
工

食
品（
輸
入
品
を
除
く
）

の
重
量
割
合
上
位
１
位

の
原
材
料
に
つ
い
て
原

料
原
産
地
の
表
示
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
２
０ 

２
４
年
ま
で
経
過
措

置
）
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
に
な
る
方
が
多

い
よ
う
で
す
。
こ
の
場

合
「
ど
ん
な
加
工
を
さ

れ
て
い
る
ん
で
す

か
？
」
と
質
問
す
る
と

「
飲
食
店
で
す
」
と
か
、

「
ク
ッ
キ
ン
グ
カ
ー
で

の
販
売
」と
お
答
え
に

な
る
方
が
多
か
っ
た

り
し
ま
す
。
飲
食
店

の
場
合
は
食
品
表
示

の
原
産
地
表
示
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
し
、

ク
ッ
キ
ン
グ
カ
ー
で

も
お
で
ん
や
焼
き
そ

ば
な
ど
を
そ
の
場
で

提
供
す
る
場
合
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

話
が
前
後
し
ま
す
が
、
こ
の
原
産
地
表
示
と
は
、

多
く
の
消
費
者
が
食
品
表
示
を
買
い
物
（
購
入
の
動

機
付
け
）
に
利
用
す
る
と
答
え
た
調
査
か
ら
、
国
が

消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。
調
査
で

は
商
品
選
択
時
の
判
断
の
材
料
と
し
て
原
産
地
表
示

を
参
考
に
す
る
と
答
え
た
消
費
者
が
多
く
、
ま
た
購

入
時
に
原
産
地
を
必
ず
確
認
す
る
と
回
答
し
た
消
費

者
は
7
割
を
超
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
食
品
表
示
制
度
自
体
の
詳
し
い
概
要
に
つ

い
て
は
最
寄
り
の
商
工
会
さ
ん
に
問
い
合
わ
せ
て
頂

く
と
し
て
、
こ
の
原
産
地
表
示
に
つ
い
て
は
、
先
ほ

ど
の
飲
食
店
さ
ん
か
ら
の
質
問
の
よ
う
に
実
は
例
外

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
覚
え
て
お
く
と
ラ
ベ
ル
を
印

刷
し
て
し
ま
っ
た
と
か
、
新
し
く
作
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
よ
う
な
コ
ス
ト
増
を
避
け
る
事
が
出
来
ま
す
。

図
1
は
そ
の
例
外
と
な
る
場
合
を
指
し
示
し
た
も
の

で
す
。
さ
き
ほ
ど
の
質
問
に
あ
る
よ
う
な
、
飲
食
店

さ
ん
の
場
合
な
ど
は
、
加
工
食
品
を
設
備
を
設
け
て

飲
食
さ
せ
て
い
る
場
合
、
食
品
を
製
造
し
、
又
は
加

工
し
た
場
所
で
販
売
す
る
場
合
に
該
当
し
ま
す
の
で
、

例
え
ば
豚
肉（
ア
メ
リ
カ
産
）と
か
、
鶏
肉（
ブ
ラ
ジ

ル
産
）な
ど
の
よ
う
な
表
記
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
国
は
原
産
地
表
示
の
対
象
外
を
定
め

て
い
ま
す
の
で
、
今
、
ウ
チ
は
ど
っ
ち
だ
ろ
う
と
思

わ
れ
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
今
一
度
、
確
認
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
先
程
も
書
い
た
通
り
、
シ
ー
ル

類
や
ラ
ベ
ル
、
カ
ー
ド
な
ど
す
で
に
印
刷
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
場
合
、
は
や
と
ち
り
で
作
り
直
し
と
な
る

と
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
件
、
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
専
門
家
と
し
て
指
導
助
言
す
る
中
で
、

実
は
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
よ
と
付
け
加
え
る
事
も

忘
れ
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
容
器
包
装
の

表
示
可
能
面
積
が
30
㎠
の
場
合
は
字
が
小
さ
く
な
る

の
で
省
略
し
て
良
い
と
な
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
逆

に
例
え
ば
ジ
ャ
ム
な
ど
の
ビ
ン
の
首
に
り
ん
ご
（
長

野
県
産
）と
書
い
た
小
さ
い
カ
ー
ド
な
ど
を
添
え
る
。

後
は
表
示
自
体
を
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
し
て
し
ま

う
な
ど
の
工
夫
や
、
あ
る
い
は
飲
食
店
で
は
メ

ニ
ュ
ー
表
に
当
店
の
豚
肉
は
○
○
産
な
ど
産
地
を
明

記
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
他
店
と
の
差
別
化
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
し
っ
か

り
し
た
お
店
だ
と
い
う
印
象
を
顧
客
に
与
え
る
事
が

出
来
ま
す
。
制
度
は
制
度
と
し
て
遵
守
す
る
の
は
勿

論
で
す
が
、
工

夫
一
つ
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に

も
活
用
で
き
る

事
が
あ
る
こ
と

を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

経 食品表示法の原産地表示で
売り上げアップを !

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

株式会社インフィニバリュー
代表取締役
玉川　眞奈美　氏

ラベルに食品表示をレイアウトした例
（裏に正規の表示アリ）

図１　原産地表示の対象外（農水省「事業者向け活用マニュアル」）
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１　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
施
行
日

　

 　

働
き
方
改
革
の
視
点
か
ら
の
労
働
法
の
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
改
正
の
施
行
日
で
あ
る
本
年
４

月
１
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
 　

但
し
、「
中
小
企
業
」
の
場
合
の
施
行
日
は
来

年
４
月
１
日
か
ら
で
す
の
で
、
ま
ず
自
分
の
企
業

が
中
小
企
業
に
該
当
す
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

　

 　

ま
た
、「
建
設
事
業
、

自
動
車
運
転
業
務
、

医
師
」
は
、
２
０
２

４
年
３
月
31
日
迄
の

５
年
間
適
用
が
猶
予

さ
れ
て
い
ま
す
し
、

「
新
技
術
、
新
商
品

等
の
研
究
開
発
業

務
」（
専
門
的
、
科

学
的
な
知
識
、
技
術

を
有
す
る
者
が
従
事

す
る
新
技
術
、
新
商

品
等
の
研
究
開
発
の

業
務
を
い
い
、
既
存

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
と
ど
ま
る
も
の
や
、
商
品
を
専
ら
製
造
す
る
業

務
な
ど
は
入
り
ま
せ
ん
）
は
、
上
限
規
制
の
適
用

外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

　

 　

労
働
時
間
の
原
則
で
あ
る
１
日
８
時
間
、
週
40

時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 　

三
六
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
原
則
１
个
月
45
時

間
、
１
年
３
６
０
時
間
（
休
日
労
働
は
含
ま
れ
な

い
）
の
労
働
時
間
の
延
長
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
、

臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
以
下
の

全
て
の
要
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

（
図
参
照
）。

　
　

①　

年
７
２
０
時
間（
休
日
労
働
を
含
ま
な
い
）

　
　

②　

 

１
个
月
45
時
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
年
６
回
ま
で

　
　

③　
 

複
数
月（
２
～
６
个
月
）平
均
80
時
間（
休

日
労
働
を
含
む
）

　
　

④　

 
月
１
０
０
時
間
未
満（
休
日
労
働
を
含
む
）

３　
三
六
協
定
の
届
出

　

 　

三
六
協
定
の
締
結
に
当
た
っ
て
は
下
記
の
定
め

を
し
、
労
働
基
準
監
督
署
へ
届
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
　

ⅰ　

 「
１
日
」「
１
个
月
」「
１
年
」
に
つ
い
て
、

時
間
外
労
働
の
限
度
の
定
め
。

　
　

ⅱ　

協
定
期
間
の
「
起
算
日
」
の
定
め
。

　
　

ⅲ　

 

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
に
つ
い

て
、
月
１
０
０
時
間
未
満
、
２
～
６
个
月

平
均
80
時
間
以
内
と
す
る
こ
と
。

　
　

ⅳ　

 

限
度
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
ら
れ
る
の

は
「
臨
時
的
な
特
別
の
事
情
」
が
あ
る
場

合
に
限
る
。

　
　
　
　

 

下
記
の
よ
う
に
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
定

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
業
務
の
都
合

上
必
要
な
場
合
」「
業
務
上
や
む
を
得
な

い
場
合
」
な
ど
で
は
不
可
で
す
。

　
　
　
　
（
例
） 「
予
算
、
決
算
業
務
」「
ボ
ー
ナ
ス

商
戦
に
伴
う
業
務
の
繁
忙
」「
納
期

の
逼
迫
」「
大
規
模
な
ク
レ
ー
ム
へ

の
対
応
」「
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

対
応
」

４　
経
過
措
置

　

 　

三
六
協
定
の
締
結
期
間
が
施
行
前
と
施
行
後
に

跨
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
協
定
の
初
日
か
ら
１

年
間
に
限
っ
て
は
、
そ
の
協
定
は
有
効
で
す
の
で
、

４
月
１
日
開
始
の
協
定
を
締
結
し
直
す
必
要
は
な

く
、
一
年
経
過
後
に
新
た
に
定
め
る
協
定
か
ら
、

上
限
規
制
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
紙
面
が
足
り
ず
説
明
不
足
で
す
が
、
年
次

有
給
休
暇
制
度
も
変
更
が
あ
り
（
施
行
日
は
全
て
の

企
業
本
年
４
月
１
日
で
す
）、
年
10
日
以
上
の
年
休

が
付
与
さ
れ
る
労
働
者
に
対
し
、
付
与
さ
れ
て
か
ら

１
年
以
内
に
使
用
者
が
５
日
の
時
季
指
定
を
行
う
義

務
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
を
含
め
中
小

企
業
の
方
々
は
、
こ
の
１
年
を
掛
け
て
働
き
方
改
革

の
目
的
が
実
現
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

働き方改革による
時間外労働の上限規制

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士　
石曽根　清晃

業　種
基準１

資本金の額また
は出資の総額

基準２
常時使用する労働
者数（企業全体）

小　売　業 5,000万円以下 50人以下
サービス業 5,000万円以下 100人以下
卸　売　業 １億円以下 100人以下
そ　の　他 ３億円以下 300人以下

 

 

      

            

            

１
日
残
業
４
時
間
程
度

月
残
業
80
時
間

=

法律による上限（例外）
 ・ 年７２０時間
 ・ 複数月平成８０時間 ＊
 ・ 月１００時間未満 ＊
         ＊休日労働を含む

残業時間（原則）
月４５時間

年３６０時間

月残業４５時間
＝１日残業２時間程度

法律による上限 （原則）

法定労働時間
１日８時間
週４０時間

年間６ヶ月まで

１年間＝１２ヶ月

※�中小企業：基準１．２のいずれかを満たす企業

※出典：厚生労働省リーフレット「働き方改革～一億総活躍社会の実現に向けて」
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そ
ば
粉
と
水
だ
け
で

　
　
　
　
　

つ
く
り
あ
げ
る
そ
ば

　

そ
ば
粉
と
水
だ
け
で
造
り
上
げ
る
そ
ば

「
十
割
そ
ば
」。
45
年
前
先
々
代
で
あ
る
山
本

正
男
が
こ
の
「
夢
の
そ
ば
」
に
魂
を
注
ぎ
ま

し
た
。
昨
年
５
月
、
十
割
そ
ば
の
み
製
造
す

る
「
十
割
そ
ば
専
用
工
場
」
が
上
水
内
郡
飯

綱
町
に
完
成
し
現
在
も
順
調
に
稼
働
し
て
お

り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
製
造
さ

せ
て
頂
け
る
事
に
心
か
ら
感
謝
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
正
真
正
銘
」
正
し
い
情
報
を
正
確
に
確

実
に
お
客
様
に
お
伝
え
す
る
。
こ
れ
が
お
客

様
の
召
し
上
が
っ
て
頂
い
て
い
る
食
品
を
製

造
す
る
会
社
の
使
命
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昭
和
49
年
10
月
に
創
業
し
当
時
は
「
十
割

そ
ば
」
を
開
発
・
製
造
す
る
も
信
じ
て
頂
く

事
が
出
来
ず
、
農
林
水
産
省
の
分
析
に
て
認

定
を
頂
き
営
業
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
東

京
で
商
い
を
さ
れ
て
い
る
問
屋
の
社
長
さ
ん

が
「
私
の
祖
父
に
打
っ
て
も
ら
っ
た
そ
ば
に

似
て
い
る
」
と
い
う
一
言
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
「
十
割
そ
ば
」
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
８
年
頃
迄
は
主
に
取
引
先
様

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
製
造
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
か
ら
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を

製
造
・
発
売
を
し
始
め
、
多
く
の
商
品
を
世

に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
国
内
産
」「
長
野
県
産
」「
産
地

指
定
」
の
製
品
に
着
目
し
、栽
培
か
ら
製
粉・

製
麺
と
履
歴
が
お
客
様
に
わ
か
り
易
く
な
っ

た
製
品
が
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
又
「
最
低

５
キ
ロ
か
ら
乾
麺
の
委
託
加
工
を
行
い
ま

す
」
と
い
う
業
界
で
は
規
格
外
の
事
を
や
り

始
め
た
所
、
現
在
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

九
州
宮
崎
迄
70
団
体
の
お
客
様
か
ら
ご
注
文

を
頂
戴
し
、
各
地
、
各
地
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て「
道
の
駅
」「
地
域
の
物
産
館
」

等
で
販
売
さ
れ
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
平
成
30
年
５
月
、
そ
れ
ま
で
多
く

の
ご
注
文
を
頂
戴
し
て
い
た
海
外
の
お
客
様

か
ら
「
十
割
そ
ば
の
み
を
造
る
専
用
工
場
は

出
来
な
い
の
か
」
と
い
う
強
い
ご
要
望
に
答

え
「
十
割
そ
ば
専
用
工
場
」
を
建
設
・
完
成

致
し
ま
し
た
。
欧
米
は
小
麦
文
化
の
弊
害
で

「
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
」
の
方
が
非
常
に
多
く
、

そ
し
て
小
麦
粉
を
召
し
上
が
ら
な
い
「
グ
ル

テ
ン
フ
リ
ー
」
の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

当
時
長
野
市
大
豆
島
で
製
造
し
て
い
た
の

で
す
が
、
十
割
そ
ば
以
外

に
も
「
二
八
そ
ば
」
等
の

小
麦
粉
入
り
の
そ
ば
も
製

造
し
て
お
り
ま
し
た
た
め
、

清
掃
を
し
て
も
空
気
中
で

小
麦
粉
が
混
入
し
て
し
ま

う
事
も
あ
り
「
グ
ル
テ
ン

フ
リ
ー
」
製
品
と
し
て
は

販
売
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
度
完
成
し
ま
し

た
専
用
工
場
は
間
口
を
一

箇
所
に
し
て
、
入
庫
か
ら

完
成
品
の
出
庫
ま
で
外
部

と
の
接
触
を
一
切
遮
断
し

「
そ
ば
粉
」
と
「
水
」
の

み
し
か
使
用
し
な
い
工
場

に
な
り
ま
し
た
。
又
管
理

体
制
は
原
料
の
入
荷
時
に
、

基
準
値
以
内
の
グ
ル
テ
ン

数
値
の
そ
ば
粉
の
み
使
用

す
る
よ
う
に
し
、
完
成
品

は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

グ
ル
テ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
測

定
器
で
調
べ
合
格
し
た
商

品
の
み
を
出
荷
す
る
よ
う
に
整
え
ま
し
た
。

　
「
安
心
」「
安
全
」
そ
し
て
「
美
味
し
さ
」

を
追
求
し
続
け
る
事
こ
そ
「
う
ま
い
そ
ば
造

り
一
筋
！
」
の
基
本
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。

今
、真
っ
白
な
十
割
そ
ば
「
更
科
十
割
そ
ば
」

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

飽
く
な
き
挑
戦
!!
こ
れ
こ
そ
が
我
社
の

「
魂
」
で
す
!!

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

注目 Vol.118

この　に人
山本食品株式会社

代表取締役社長　山本　修さん
飯綱町商工会代表取締役社長　山本　修�氏

山本食品株式会社 住所／上水内郡飯綱町大字黒川1780-1　　電話／026-213-8822（工場）
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筑
北
村
は
、
平
成
17
年
10
月
に
本
城
村
・

坂
北
村
・
坂
井
村
の
３
カ
村
が
行
政
合
併
し
、

誕
生
し
ま
し
た
。

　

当
村
は
、
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

北
は
千
曲
市
・
麻
績
村
・
長
野
市
、
東
は
上

田
市
・
青
木
村
、
南
は
松
本
市
、
西
は
安
曇

野
市
・
生
坂
村
に
隣
接
し
、
北
緯
36
度
24
分
、

東
経
１
３
８
度
１
分
、
標
高
６
５
５
ｍ
（
筑

北
村
役
場
）に
位
置
し
ま
す
。

　

東
西
約
14
・
５
㎞
、
南
北
約
12
・
０
㎞
、
周

囲
約
69
㎞
、
総
面
積
99
・
５
㎢
で
、
県
内
の

市
町
村
で
は
49
番
目
の
規
模
と
な
り
、
周
り

に
四あ
ず
ま
や
さ
ん

阿
屋
山
を
は
じ
め
、
岩い
わ
ど
の
さ
ん

殿
山
、
冠か
む
り
き
や
ま

着
山

な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
東
条
川
、
安あ
ざ
か
が
わ

坂
川
、

麻
績
川
な
ど
が
形
成
し
た
自
然
豊
か
な
中
山

間
地
域
で
あ
り
ま
す
。

　

四
阿
屋
山
・
冠
着
山
や
岩
殿
山
は
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
も
で
き
る
地
元
に
も
親
し
ま
れ
て
い

る
山
で
す
。
特
に
四
阿
屋
山
山
頂
か
ら
遠
く

は
奥
穂
高
岳
・
爺
个
岳
・
鹿
島
槍
个
岳
な
ど

の
北
ア
ル
プ
ス
連
峰
が
見
え
ま
す
。

　

村
内
に
は
３
つ
の
駅（
西
条
駅
・
坂
北
駅
・

冠
着
駅
）
が
あ
り
長
野
市
か
ら
は
電
車
で
約

30
分
～
50
分
、
松
本
市
か
ら
は
電
車
で
約
20

分
～
40
分
で
す
。
都
心
ま
で
も
上
田
駅
ま
で

車
で
行
き
、
北
陸
新
幹
線
を
利
用
す
る
と
２

時
間
で
到
着
し
ま
す
。
車
は
、
隣
接
す
る
麻

績
村
に
は
長
野
自
動
車
道
の
麻
績
Ｉ
Ｃ
が
あ

り
、
都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
大
変
い
い
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

山
あ
い
な
ら
で
は
の
自
然
の
豊
か
さ
が
自

慢
。
長
野
県
自
然
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る

「
差さ
し
き
り
き
ょ
う

切
峡
」
は
村
の
北
西
部
に
あ
り
山
清
路
に

抜
け
て
い
く
奇
岩
の
渓
谷
。
春
は
ツ
ツ
ジ
や

ヤ
マ
ブ
キ
、
秋
に
は
紅
葉
が
美
し
い
。

　

他
に
も
自
然
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
修し
ゅ

那な

羅ら

山さ
ん
や
す
み
や

安
宮
神
社
に
は
約
８
０
８
基
の
石
神
仏

像
・
石
造
物
と
約
１
６
０
体
の
木
神
仏
像
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
若
者
や
若
い
夫
婦
（
子
宝
に
恵
ま
れ
る

と
伝
え
ら
れ

る
女お
ん
な
が
み
さ
ま

神
様
が

祀
ら
れ
て
い

る
）に
も
人
気
。

俗
世
界
か
ら

切
り
離
さ
れ

た
か
の
よ
う

な
神
々
し
い

空
気
が
漂
う

石
仏
群
に
会

い
に
来
ま
せ

ん
か
。

　

ま
た
、
善
光
寺
街
道
の
宿
場
と
し
て
栄
え

た
坂
北
青
柳
地
区
に
は
、
今
で
も
江
戸
時
代

か
ら
の
土
壁
の
家
・
石
垣
水
路
も
残
っ
て
い

ま
す
。
多
く
点
在
す
る
寺
社
や
旧
跡
を
巡
り

の
ん
び
り
と
散
策
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

自
然
豊
か
な
村
で
お
い
し
い
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
「
そ
ば
」。
地
元
の

そ
ば
粉
１
０
０
％
を
使
用
し
て
手
打
ち
を
し

て
い
ま
す
。
季
節
の
野
菜
な
ど
の
て
ん
ぷ
ら

を
ご
一
緒
に
。
ま
た
隠
れ
た
逸
品
が
「
う
ど

ん
」。
手
打
ち
に
こ
だ
わ
り
素
朴
な
味
わ
い

で
県
外
者
の
方
に
も
大
人
気
で
す
。
他
に
も
、

筑
北
は
ぜ
か
け
米
、
西
条
白
菜
、
い
ち
ご（
い

ち
ご
狩
り
も
楽
し
め
る
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、
野
球

場
を
は
じ
め
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
、
平
成
28
年
４
月
に
完
成
し
た

サ
ッ
カ
ー
場
。
ロ
ン
グ
パ
イ
ル
人
工
芝
（
ア

ン
ダ
ー
パ
ッ
ド
入
り
）
で
天
然
芝
に
近
い
素

材
を
使
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
生
の
大
会
や

大
学
等
の
練
習
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

坂
井
体
育
館
は
、
平
成
31
年
に
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
専
用
体
育
館
に
改
修
さ
れ
２
月
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

筑
北
村
は
、
自
然
・
歴
史
・
食
べ
物
・
ス

ポ
ー
ツ
。
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
本
の
屋
根
が

　
　
　
　
見
え
る
村

Vol.28
筑北村商工会

ロングパイル人工芝のサッカー場

修那羅山石神仏群 差切峡
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個人賠償責任保険金額 1事故 2億円
（国外は1億円限度）

加入プラン

額
金
済
共

「けが」の補償

契約年齢
満6歳～65歳

（継続加入は
満74歳まで）

月払掛金 2,000円

死亡共済金

1,000万円

800万円

400万円

後遺障害
共済金

1,000万円～10万円

800万円～8万円

手術の
種類により
手術共済金

20・10・5万円

入院共済金
（1日あたり）

8,000円（1日目～1,000日目）

通院共済金
（1日あたり）

3,000円（3日～100日目）

疾病入院
見舞金 5万円

天災
（地震・噴火・津波）

不慮の事故

交通事故

天災
（地震・噴火・津波）

不慮の事故

交通事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

疾病による継続した
30日以上の入院

400万円～4万円

10･5･2.5万円

4,000円（1日目～1,000日目）

1,500円（3日～100日目）

2,000円コース傷害プラン

継続加入で75歳となった
場合はシニア傷害プラン
に自動的に移行します。

全国商工会会員福祉共済
あ な たも 家 族 もまるごと守る！ 頼 れる補 償 の

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

※補償内容の詳細はパンフレットを参照してください。
※トータル「がん」プランに新規ご加入の場合、共済期間の初日よりその日を含めて90日（待機期間）を経過した日までにがんと診断確定された場合は、がん診断共済金（がん手術共済金・がん入院共済金）はお支払いできません。
　（病気・けがの手術共済金、入院共済金をお支払いできる場合があります。）
※同一事故において、がん手術共済金と病気・けがの手術共済金およびがん入院共済金と病気・けがの入院共済金はそれぞれ重複してお支払いしません。
＊3 手術・放射線治療の内容・種類によっては回数の制限があったり、お支払の対象とならない場合があります。
＊4 対象となる重大手術については、パンフレットの「補償のあらまし」をご確認ください。

額
金
済
共

がん診断
共済金

病気・けがの
手術

共済金

病気・けがの
入院共済金

（1日あたり）

がん手術
共済金

がん入院
共済金

（1日あたり）

放射線治療
共済金

加入プラン

契約年齢

月払掛金 3,000円

満6歳～65歳

トータル「がん」プラン

100万円

5,000円
（1日～120日まで）

40万円～7.5万円

5万円

10,000円
（1日～無制限）

手術の種類により

再発・転移

しても安心

がんと診断確定されたとき、
入院の有無にかかわらず一
時金として

お支払日数

無制限

先進医療
共済金

305万円～5万円
通算支払

限度なし 1回のお支払いは実費の
半額程度となります。

保険会社引受部分・団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）・総合生活保険（個人賠償責任補償）

「けが」の
補 償

トータル
「がん」補償

13万人以上の皆様に
ご利用いただいています。

66歳となった場合はシニア
トータル「がん」プラン（6,000
円）に自動的に移行します。

毎月ご加入いただけます！！

重大手術
入院中

入院以外

20万円
5万円

2.5万円

仕事以外でも
国内外24時間「けが」の補償!3

日常生活における
賠償事故も補償!
※国内での事故（訴訟が国外の裁判所に提起された場合等を

除きます。）に限り、示談交渉は原則として東京海上日動が行います。

5

新規加入はけがの補償
65歳まで＊24
＊2.継続加入は満74歳まで

交通事故・不慮の事故以外に
天災＊1でも「けが」の補償!2
＊1.天災とは「地震もしくは噴火またはこれらによる津波」をいいます。

「けが」2,000円コースの補償
掛金・共済金は、プラン毎に
年齢・性別・
職種に関わりなく一律!

1

共済（補償）期間

ご加入できる方
商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員とその家族
であって健康な方が対象となります。

（トータル「がん」補償の場合、健康状態に関する告知義務があります。）
※ただし2018年11月1日時点での満年齢が満6歳以上満80歳以下（シニアトータル「がん」プランでは新規

ご加入は満74歳以下）の方に限ります。
「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。

2018年11月1日午後4時から2019年11月1日午後4時まで
中途加入の場合、毎月1日午前0時から2019年11月1日午後4時まで

商 福 商 福 商

毎月ご加入
いただけます。

＊3

＊3
＊4

＊3

※一部の商工会においては取り扱っていない場合があります。お問合せ・資料請求はご加入の商工会まで

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課
東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147

取扱代理店：株式会社ふるさとサービス
東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館10F　TEL:03-3214-5710

2018年8月作成　18-T04414

このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険（株）の団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）・総合生活保険（個人賠償責任補償）の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、ご加入の商工会までお問い合わせください。

商
注目!


